
党議員団 １９議案に賛成し、４議案に反対しました！ 現
状
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、
質
の
高
い
保
育
に
な
ら
な
い 

「
子
ど
も
だ
れ
で
も
通
園
制
度
」
に
反
対
！ 

と
こ
と
ん
生
活
応
援
の
立
場
で 

「
物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算
」
に
賛
成
！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

日本共産党議員団です
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連絡先☎FAX：７５-４５５８(小西) 

 

2025年12月17日、鴨田市長に直接
「2026予算要望書」と緊急要望書を提
出しました。 

第
８
３
号
議
案
は
、
い
わ
ゆ
る
「
子
ど
も
だ
れ
で
も
通
園
制
度
」
２

０
２
６
年
度
に
本
格
実
施
さ
れ
る
制
度
の
基
準
を
定
め
る
も
の
。
こ
の

制
度
は
本
市
が
認
可
し
た
施
設
と
保
護
者
が
直
接
契
約
を
行
い
、
保
護

者
の
都
合
で
預
け
る
施
設
や
日
時
を
申
し
込
む
仕
組
み
。
対
象
は
０
歳

６
カ
月
か
ら
３
歳
未
満
の
未
就
園
児
。
昨
年
か
ら
施
行
実
施
が
は
じ
ま

り
、
本
市
は
昨
年
年
１
０
月
か
ら
公
立
園
３
園
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
本
の
保
育
士
の
配
置
基
準
は
諸
外
国
と
比
べ
て
低
く
、
保
育
士
１

人
が
見
る
子
ど
も
の
数
が
多
す
ぎ
る
の
が
現
状
。
そ
こ
に
新
た
な
子
ど

も
が
短
時
間
、
日
替
わ
り
で
来
る
と
な
れ
ば
現
場
の
負
担
は
さ
ら
に
増

え
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
や
発
達
状
況
な
ど
必
要
な
情
報
が
把
握
さ
れ
ず
、

命
に
か
か
わ
る
事
故
が
起
き
か
ね
な
い
。
慣
れ
な
い
環
境
に
置
か
れ
る

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
も
懸
念
さ
れ
る
。 

 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
保
育
現
場
の
負
担
が
増
え
、
保
育

士
の
職
場
環
境
が
悪
化
し
、
き
め
細
か
い
目
配
り
が
で
き
な
く
な
る
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今
、
必
要
な
こ
と
は
、
保
育
士
の
処
遇
を
改
善
し

な
が
ら
配
置
基
準
を
抜
本
的
に
拡
充
し
、 

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
保
育
を 

保
障
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で 

あ
り
、
反
対
す
る
。 

国
の
総
合
経
済
対
策
に
基
づ
き
、
国
の
物
価
高
騰 

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
で
、 

本
市
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
、「
ま
い
づ
る 

生
活
応
援
商
品
券
発
行
事
業
」
と
「
水
道
基
本
料 

金
無
料
事
業
費
」
を
。
ま
た
物
価
高
騰
対
応
子
育 

て
応
援
手
当
支
給
事
業
費
の
計
上
。
さ
ら
に
、
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
の

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
、
市
職
員
の
給
与
改
定
を
行
う
財
源
を
、

令
和
６
年
度
の
繰
越
金
と
財
政
調
整
積
立
金
の
取
崩
し
で
補
正
す
る
も

の
。
議
員
報
酬
の
増
加
分
６
４
３,

０
０
０
円
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
条
例

制
定
で
、
議
員
団
は
反
対
し
た
。
物
価
高
騰
が
長
期
間
続
く
中
で
の
市
民

生
活
の
疲
弊
は
深
刻
で
あ
り
、
党
議
員
団
は
こ
れ
ら
市
民
生
活
の
実
態
か

ら
、「
と
こ
と
ん
生
活
応
援
」
の
立
場
で
本
補
正
予
算
案
に
賛
成
す
る
。「
ま

い
づ
る
生
活
応
援
商
品
券
発
行
事
業
」
と
「
水
道
基
本
料
金
無
料
事
業
費
」

で
は
、
会
派
と
し
て
市
民
生
活
の
下
支
え
と
な
る
事
業
を
か
ね
て
か
ら
要

望
し
て
き
た
。
今
回
、
低
所
得
者
世
帯
と
家
計
急
変
世
帯
の
約
２
万
４
１

０
０
人
へ
一
人
５
０
０
０
円
の
商
品
券
の
配
付
が
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
水

道
基
本
料
金
の
６
か
月
分
（
一
世
帯
平
均
４
２
２
２
円
）
が
無
料
に
拡
大

さ
れ
た
こ
と
は
、
市
民
に
歓
迎
さ
れ
る
と
も
の
と
考
え
る
。 

＊[

補
正
第
５
号] 

の
主
な
内
容  

⚫

西
駅
前
整
備
事
業
費
の
清
算 

▲
１
３
８
４
．
７
万
円 

⚫

中
央
図
書
館
整
備
事
業
費 

４
億
８
５
０
０
万
円 

⚫

西
市
民
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
料
（
５
年
間
） 

令
和
８
年
か
ら
１
２
年
ま
で 

１
億
８
８
５
１
．
３
万
万
円 

 〈
補
正
予
算
第
６
号
の
主
な
内
容
〉 

⚫

ま
い
づ
る
生
活
応
援
商
品
券
発
行
事
業
費  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
億
６
６
５
０
万
円 

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
商
品
券 

一
人
５
千
円
を
給
付 

・「
ま
い
づ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券 

２
万
セ
ッ
ト 

１
， 

５
万
円
分
を
１
万
円
で
販
売 

⚫

子
育
て
応
援
手
当
給
付
事
業
費 

 
 

 
 

 
 

  
 

２
億
１
３
０
０
万
円 

・
同
世
帯
に
１
８
才
以
下
児
童
に
１
人 

２
万
円 

*

プ
ッ
シ
ュ
式
で
２
月
下
旬
に
支
給
予
定 

⚫

水
道
基
本
料
金
無
料
事
業
費 

２
８
３
０
万
円 

 
 

・
３
月
か
ら
８
月
ま
で
の
６
か
月
間 

党議員団が提案  

医療・介護労働者の報酬１０％以上の引き上げ、

処遇改善を求める国への意見書 

 

 党議員団は、表題の意見書を 12月 2４日の最終本

会議に提案しましたが、他会派の賛同を得られずに、

残念ながら不採択となりました。 

十
二
月
定
例
会
の
焦
点 

■議員手当を引き上げる「市議第３号」に反対 
国家公務員の人事院勧告に基づいて議員の手当を引き上げ

る条例改正です。人勧を根拠に議員の手当を引き上げるのは

適切ではないこと。議員の報酬については、本市の報酬等審

議会で、10 月に「現状維持が望ましい」との答申が出された

ことから反対しました。 

日本共産党議員団は、上記の見解を発表しました。 

■
議
員
定
数
の
１
減
、
３
減
の
議
案
と
も
に
反
対
し
ま
し
た 

 

今
年
、
十
一
月
実
施
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
か
ら
適
用
さ
れ
る
議
員
定
数

を
決
定
す
る
議
案
が
、
１
減
と
す
る
議
会
提
案
と
、
３
減
と
す
る
超
党
・
市
民
ク

ラ
ブ
議
員
団
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
議
員
定
数
の
削
減
は
「
少

数
の
意
見
が
切
り
捨
て
ら
れ
、
多
様
な
市
民
意
見
を
く
み
取
れ
な
く
な
る
」
と
の

理
由
で
「
現
状
維
持
」
と
し
て
両
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
議
会

提
案
の
１
減
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物
価
高
騰
が
続
く
中
で 

「
と
こ
と
ん
生
活
応
援
」
の
施
策
を
！ 

小
西 

洋
一 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
こ
ど
も
だ
れ
で
も
通
園
制
度
」
よ
り   

本
市
公
的
保
育
の
充
実
こ
そ
必
要
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
田 

悦
子 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
温
、
渇
水
対
策
の
強
化
と
農
家
支
援
を
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉 

悦
子 

議
員 

2026年1月号 こんにちは日本共産党市会議員団です 

小
杉 

令
和
七
年
は
、
高
温
少
雨
で
水
田
の
水
不
足
が
深
刻
な
状
況
。 

あ
る
地
域
で
は
、
昨
年
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
耕
作
面
積
を
１
．
５
倍
に
増
や
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
渇
水
被
害
な
ど
の
影
響
で
、
収
量
は
前
年
の
半
分

近
く
に
な
っ
て
い
る
の
こ
と
。
本
市
で
の
被
害
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
被

害
支
援
に
つ
い
て
、
市
の
独
自
策
の
検
討
は
？ 

市
の
答
弁 

農
事
組
合
長
や
、
認
定
農
業
者
等
の
１
７
４
者
を
対
象
に

実
施
し
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
１
０
７
者
の
回
答
が
あ
り
、
収

穫
量
が
「
前
年
を
上
回
っ
た
」
と
の
回
答
が
２
０
％
、「
前
年
並
み
」

が
３
０
％
、「
前
年
を
下
回
っ
た
」
が
５
０
％
と
い
う
結
果
。
ま
た
、

府
の
農
業
共
済
組
合
に
よ
る
と
、
本
市
の
渇
水
被
害
の
申
請
が
あ
っ

た
農
地
は
、
干
害
が
９
５
筆
１
８
６
５
ア
ー
ル
、
塩
害
が
１
筆
７
ア

ー
ル
あ
り
、
現
在
、
認
定
審
査
中
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
今
後
も

高
温
や
渇
水
等
に
よ
る
被
害
は
続
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
気
候
変
動
に
対
応
で
き
る
高
温
耐
性
品
種
の
導
入
促
進
や
、
渇

水
に
強
い
水
利
施
設
も
整
備
を
支
援
す
る
な
ど
、
中
長
期
的
な
視
点

を
持
っ
て
生
産
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

小
西 

米
の
値
上
が
り
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
農
水
省
に
よ

る
と
、
十
一
月
初
旬
の
５
キ
ロ
の
ス
ー
パ
ー
の
平
均
価
格

は
税
込
み
４
３
１
６
円
。
３
年
前
の
調
査
開
始
以
降
、
最

高
値
を
更
新
し
た
。
臨
時
国
会
で
１
８
．
３
兆
円
を
超

え
る
経
済
対
策
が
決
定
さ
れ
た
。
地
方
自
治
体
が
自
由

に
遣
え
る
「重
点
支
援
交
付
金
」に
つ
い
て
は
、
「水
道
基

本
料
金
の
免
除
」な
ど
、
徹
底
し
て
「全
世
帯
の
生
活
を

底
上
げ
す
る
」た
め
に
有
効
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
ど
う
か
。 

市
の
答
弁 

重
点
支
援
地
方
交
付
金
は
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
効
果
的
な
事
業
を
独
自
で
実
施
す
る
も

の
。
こ
れ
ま
で
か
ら
、
水
道
の
基
本
料
金
の
減
免
を
は

じ
め
、
市
の
独
自
施
策
を
切
れ
目
な
く
実
施
し
て
き

た
。
引
き
続
き
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
す
べ
て

の
市
民
に
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
取
り
組
む
。 

伊
田 

「乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」（こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
）が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
。
親
が
就
労
し
て
お
ら
ず
保
育
所
な
ど
に

通
っ
て
い
な
い
生
後
６
か
月
か
ら
２
歳
の
子
ど

も
を
対
象
に
、
月
一
定
時
間
（当
面
１
０
時

間
）ま
で
の
利
用
枠
の
中
で
時
間
単
位
で
預
け

ら
れ
る
と
い
う
も
の
。
認
可
基
準
は
緩
く
、
必

要
な
保
育
従
事
者
の
う
ち
保
育
士
は
半
分
で

よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
い
の
ち
と
安

全
を
守
る
上
で
大
き
な
懸
念
が
あ
る
。
「安
定

的
・継
続
的
な
関
り
の
構
築
」が
で
き
る
の
か

疑
問
。
制
度
に
対
す
る
市
の
認
識
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

全
て
の
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援

し
、
子
ど
も
の
良
質
な
生
育
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
市
の
目
指
す

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
を
実
現
す
る
上

で
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。 

  

「
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
べ
き 

小
西 

七
月
に
青
森
で
開
催
さ
れ
た
全
国
知
事
会
議
の
「
青
森
宣
言
」
で
は
、「
排
他
主

義
、
排
外
主
義
を
否
定
し
、
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
す
」
と
し
て
、
全
国
の
知
事
の
決

意
と
し
て
差
別
・
排
外
主
義
に
明
確
に
相
対
す
る
態
度
を
格
調
高
く
宣
言
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
の
市
の
見
解
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

 

令
和
７
年
十
月
末
時
点
で
本
市
に
は
約
千
百
人
の
外
国
人
が
、
就
労
や
技

能
実
習
、
留
学
、
家
族
滞
在
、
永
住
な
ど
様
々
な
在
留
資
格
に
よ
り
居
住
さ
れ
て
い
る
。 

市
と
し
て
も
国
籍
や
文
化
、
習
慣
等
の
違
い
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
市
民
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。 

小
西 

市
は
、
令
和
八
年
一
月
十
三
日
（火
）か
ら
、
市
役
所
の
業
務
を
変
更
し
、
開
庁
時
間
と
電

話
受
付
時
間
を
「午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
半
と
一
時
間
十
五
分
短
縮
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
中
に
は
、
「働
き
方
改
革
と
な
別
で
、
明
ら
か
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
で
は
な
い
か
」と
の
厳

し
い
声
も
あ
る
。
市
は
「来
調
者
調
査
」に
も
と
づ
い
て
決
定
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
の
結
果

と
、
そ
の
際
の
市
民
の
具
体
的
な
声
や
意
見
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
聞
く
。 

市
の
答
弁 

六
月
に
実
施
し
た
来
庁
者
調
査
で
は
、対
象
と
な
る
時
間
帯
に
来
庁
さ
れ
た
方
は
、

全
体
の
７
，
６
％
。
十
月
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
短
縮
で
「
影
響
が
あ
る
」
と
さ
れ
た
方

は
２
５
％
で
あ
り
、
働
く
世
代
に
影
響
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
の
利
用
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
、
水
曜
日
の
時
間
外
窓
口
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
働
く
世
代
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。 

伊
田 

白
浜
台
・
和
田
地

区
か
ら
中
舞
鶴
小
学
校

へ
の
通
学
路
、
市
道
男
子

校
下
通
線
の
整
備
は
、十

年
以
上
経
過
し
て
い
る
。

早
期
に
安
全
な
通
学
路

を
確
保
す
べ
き
で
は
。 

市
の
答
弁 

学
校
と
調
整

し
、夏
休
み
限
定
で
工
事

し
て
い
る
こ
と
か
ら
期

間
を
要
し
て
い
る
。早
期

の
事
業
完
成
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。 

市の窓口時間の変更 

市民への影響は？ 

 

小
杉 
病
院
再
編
・
統
合
議
論
は
、
現
行
の 

医
療
水
準
の
継
続
で
あ
り
、
医
療
提
供
体 

制
の
充
実
に
向
け
た
も
の
で
は
な
い
。
医 

療
需
要
は
、
医
療
提
供
体
制
が
整
っ
て
こ 

そ
生
ま
れ
て
く
る
。
必
要
な
医
療
提
供
が 

な
け
れ
ば
お
の
ず
か
ら
医
療
需
要
は
減
少 

し
て
い
く
も
の
。
医
師
数
が
少
な
く
、
医 

師
確
保
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
診
療
科 

が
減
り
、
医
療
需
要
も
減
っ
て
い
く
構
図 

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
点
で
の
市
の
と
ら
え
方
を
聞
く
。 

市
の
答
弁 

病
院
に
お
け
る
入
院
医
療
の
需
要
が
減
少
す
る
主
た

る
要
因
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
伴
う
疾
病
構
造
の
変
化
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
場
か
ら
は
入
院
需
要
は
ピ
ー
ク
に
達
し

て
い
る
と
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、
病
床
稼
働
率
の
状
況
も
踏
ま
え

る
と
供
給
体
制
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
地
域
に
求
め
ら
れ

る
医
療
提
供
体
制
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
確
保
し
て
い
く
か
よ
く

考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

伊
田 

「親
の
就
労
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て

の
子
ど
も
の
育
ち
を
支
援
す
る
」と
い

う
の
な
ら
、
親
が
ど
れ
だ
け
働
い
て
い

る
か
で
対
象
を
絞
る
「
保
育
の
必
要

性
」を
見
直
し
、
希
望
す
る
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
に
質
の
確
保
さ
れ
た
保

育
を
保
障
す
べ
き
。
保
育
士
の
処
遇
改

善
と
配
置
基
準
の
抜
本
的
改
善
を
行

い
、
公
的
保
育
の
拡
充
で
、
「だ
れ
で
も

通
園
」の
土
台
を
つ
く
る
こ
と
を
国
に

求
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
市
の
見

解
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

保
育
士
の
処
遇
改
善
と
配

置
基
準
の
見
直
し
を
全
国
市
長
会
を

通
じ
て
国
に
要
望
し
て
お
り
、
更
な

る
改
善
に
つ
い
て
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
。 

伊
田 

高
齢
の
男
性
を
中
心
に

前
立
腺
や
膀
胱
ガ
ン
が
増
え

て
い
る
。
日
常
生
活
で
尿
意
を

感
じ
る
頻
度
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
男
性
も
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
等
を
使
用
す
る
方
が
増

え
て
い
る
。
男
性
用
ト
イ
レ
に

も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
必

要
。
せ
め
て
公
共
施
設
ト
イ
レ

に
設
置
す
べ
き
で
は
。 

市
の
答
弁
他
の
自
治
体
で
男

性
ト
イ
レ
の
個
室
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
は

じ
め
て
い
る
と
承
知
。
現
在

公
共
施
設
の
一
部
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
利
用
状
況
や
課

題
を
調
査
し
て
い
く
。 

一
日
も
早
く
安
全

安
心
の
通
学
路
を 

男
性
ト
イ
レ
に
も

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
を 

 

医
師
確
保
や
診
療
科
の
充
実
こ
そ 


